
１年 読みの技能 おさえる用語

問いと答えをとらえる 問い、答え

事例の内容をとらえる 事例、事例の順序

Ｂ「要点・要約」系列 文と段落を区別する 文、段落

Ｃ「要旨」系列 題名と筆者をとらえる 題名、筆者

Ｄ「批評」系列
初めて知ったことやおもしろかったこ
とを確認する

初めて知ったこと、おもしろかったこ
と

問いと答えの文を区別する 問いの文の表現、答えの文の表現

説明の同じところや違うところを考え
る

説明の観点、同じ説明の仕方と違い

Ｆ「文種」系列 物語文と説明文のちがいが分かる 物語文、説明文

Ｇ「活動用語」系列 語のまとまりに気を付けて音読する 音読

２年 読みの技能 おさえる用語

Ａ「文章構成」系列
三部構成をとらえる はじめ・なか・おわり、話題、まと

め、意味段落
小見出しの効果を確認する 小見出し

主語をとらえる 主語、述語

Ｃ「要旨」系列 「まとめ」をとらえる まとめ

感想を考えながら読む 感想、読者

自分の経験と関連づける 自分の経験

事実と理由の文を区別する 事実の文、理由の文、理由の接続語と
文末

文章と図・写真を関係づける 図、写真

Ｇ「活動用語」系列 テーマを決めて読む テーマ読書

３年 読みの技能 おさえる用語

問いの種類の区別する 大きな問い、小さな問い

事例とまとめの関係をとらえる 事例とまとめの関係

観察・実験と考察の関係をとらえる 観察・実験と考え

キーワードや中心文をとらえる キーワード、中心文

段落の要点をまとめる 要点、常体、敬体、(体言止め)

大事なことを要約する 要約、要約文

説明の工夫をとらえる 説明の工夫

事例の選択の意図を考える 筆者の意図

事実と意見の文を区別する 事実の文と意見の文やその文末

指示語の示すものをとらえる 指示語(こそあど言葉)

Ｆ「文種」系列 実験・観察文の特徴をつかむ 実験、観察

４年 読みの技能 おさえる用語

序論・本論・結論をとらえる 序論・本論・結論

まとめの位置による文章の型をとらえ
る

尾括、頭括、双括、文章構成図

事例どうしの関係をとらえる 並列・対比

Ｄ「批評」系列 話題と文章構成の意図を考える 話題の意図、文章構成の意図

Ｅ「説明文の表現技法」系列 時の流れを表す語に注意する 年・月・日、時刻

Ｇ「活動用語」系列 必要なことを資料から調べる 資料、図鑑、辞典、さくいん

５年 読みの技能 おさえる用語

Ａ「文章構成」系列 まとめと事例を関連づける まとめと事例・事例どうしの関係

Ｃ「要旨」系列 要旨と題名の関係を考える 要旨と題名の関係

具体例の役割を考える 具体例

資料の効果を考える 資料(表・グラフ・数値・図・写真)

Ｆ「文種」系列 新聞と伝記の特徴をつかむ 新聞、記事、伝記

Ｇ「活動用語」系列 自分の思いが伝わるように朗読する 朗読

６年 読みの技能 おさえる用語

Ｃ「要旨」系列 具体と抽象の関係から要旨を読む 要旨と事例の関係

Ｄ「批評」系列 筆者の考えに対し自分の考えをもつ 共感、反論

Ｅ「説明文の表現技法」系列 文末表現の効果を考える 過去形、現在形、言い切り、呼び掛け

Ｆ「文種」系列
紀行文やドキュメンタリーの特徴をつ
かむ

紀行文、ドキュメンタリー

Ｅ「説明文の表現技法」系列

説明文の系統指導表

Ａ「文章構成」系列

Ｅ「説明文の表現技法」系列

Ｄ「批評」系列

Ｅ「説明文の表現技法」系列

Ａ「文章構成」系列

Ｂ「要点・要約」系列

Ａ「文章構成」系列

Ｅ「説明文の表現技法」系列

Ｂ「要点・要約」系列

Ｄ「批評」系列
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１年 読みの技能 おさえる用語

作品の設定を理解する 時、場所、登場人物、出来事
場面をとらえる 場面

Ｂ「視点」系列 語り手と登場人物を区別する 語り手、地の文
登場人物の気持ちや様子を想像しながら
読む

登場人物、主人公、気持ち、様子

登場人物の言動をとらえて読む 言ったこと(会話)、したこと(行動)
題名と作者をとらえる 題名、作者
好きなところを見付ける 好きな場面・行動・言葉
会話文と地の文を区別する 会話文、地の文、
リズムを感じ取る 音数、リズム
繰り返しの効果を感じ取る 繰り返し(リフレイン)
昔話や神話を知る 昔話、神話
物語文と詩の違いをとらえる 物語文、詩
語のまとまりに気を付けて音読や暗唱を
する

音読、暗唱

人物になりきって演じる 動作化、劇化

２年 読みの技能 おさえる用語

Ａ「作品の構造」系列 あらすじをとらえる あらすじ
Ｃ「人物」系列 登場人物の気持ちの変化をとらえる 気持ちの変化

感想を考えながら読む 感想、読者
自分の経験と関連づける 自分の経験
比喩表現の効果を知る たとえ(比喩)
短文や体言止めの効果を知る 短文、体言止め

Ｆ「文種」系列 外国の民話から日本との違いを知る 外国民話

Ｇ「活動用語」系列
場面や人物の様子を想像しながら絵に描
いたり音読したりする

感想画、紙芝居

３年 読みの技能 おさえる用語

Ａ「作品の構造」系列 中心となる場面をとらえる 中心場面(クライマックス)

Ｂ「視点」系列
立場による見え方・感じ方の違いをつか
む

立場の違い

Ｃ「人物」系列 人物像をとらえる 人物の人柄(人物像)
Ｄ「主題」系列 自分の行動や考えを重ねて読む 自分だったら

会話文と心内語を区別する 心内語
擬態語と擬声語の効果を知る 擬態語、擬声語
擬人法の効果を知る 擬人法
ファンタジーを知る ファンタジー(超現実)、現実
俳句を知る 俳句(季語･五七五の十七音･切れ字)

Ｇ「活動用語」系列
人物や場面の様子を想像しながら語りを
する

語り

４年 読みの技能 おさえる用語

時代背景と関連づける 時代背景
場面を対比する 場面の対比

Ｂ「視点」系列 視点と視点の転換をとらえる 視点、視点の転換
Ｄ「主題」系列 読後の感想の理由を考える 読後の感想

情景描写の効果を知る 情景
倒置法の効果を知る 倒置法
記号の効果を知る ―(ダッシュ)、…(リーダ)
脚本を読む 脚本、台詞、ト書き
短歌を知る 短歌、三十一音、上･下の句、百人一首

Ｇ「活動用語」系列 学習内容に関連した読書をする 関連読書(内容)

５年 読みの技能 おさえる用語

額縁構造をとらえる がくぶち構造
伏線の役割を知る 伏線

Ｃ「人物」系列 登場人物の関係の変化に着目する 人物の関係
主人公の変化から主題を考える 主題(テーマ)
作品の山場や結末から主題を考える 山場、結末

Ｅ「文学の表現技法」系列 方言と共通語の存在を意識する 方言、共通語
古文を読む 古文、古典、古語
伝記と随筆の特徴を知る 伝記、随筆
学習した作品の作者の他の作品を読む 関連読書(作者)
自分の思いや考えが伝わるように朗読す
る

朗読

６年 読みの技能 おさえる用語

Ｂ「視点」系列 一人称か三人称か視点を考える 一人称、三人称(限定・全知)
Ｃ「人物」系列 登場人物の役割や意味を考える 登場人物の役割
Ｄ「主題」系列 題名から主題を考える 題名の意味、象徴
Ｅ「文学の表現技法」系列 対比的表現の意味を考える 対比

漢文を音読する 漢文
古典芸能のおよそを鑑賞する 狂言、歌舞伎、落語

Ｆ「文種」系列

Ｆ「文種」系列

Ａ「作品の構造」系列

Ｇ「活動用語」系列

Ｇ「活動用語」系列

Ｅ「文学の表現技法」系列

Ｆ「文種」系列

Ｅ「文学の表現技法」系列

Ａ「作品の構造」系列

Ｄ「主題」系列

Ｆ「文種」系列

文学の系統指導表

Ａ「作品の構造」系列

Ｄ「主題」系列

Ｅ「文学の表現技法」系列

Ｃ「人物」系列

Ｄ「主題」系列

Ｅ「文学の表現技法」系列

Ｆ「文種」系列



低 中 高 低 中 高 低 中 高 低 中 高 低 中 高

指
導
事
項

経験したことや
想像したことな
どから書くこと
を決め、書こう
とする題材に必
要な事柄を集め
ること。

関心のあること
などから書くこ
とを決め、相手
や目的に応じ
て、書く上で必
要な事柄を調べ
ること。

考えたことなど
から書くことを
決め、目的や意
図に応じて、書
く事柄を収集
し、全体を見通
して事柄を整理
すること。

自分の考えが明
確になるよう
に、事柄の順序
に沿って簡単な
構成を考えるこ
と。

文章全体におけ
る段落の役割を
理解し、自分の
考えが明確にな
るように、段落
相互の関係など
に注意して文章
を構成するこ
と。

自分の考えを明
確に表現するた
め、文章全体の
構成の効果を考
えること。

語と語や文と文
との続き方に注
意しながら、つ
ながりのある文
や文章を書くこ
と。

・書こうとする
ことの中心を明
確にし、目的や
必要に応じて理
由や事例を挙げ
て書くこと。
・文章の敬体と
常体との違いに
注意しながら書
くこと。

・事実と感想、
意見などとを区
別するとともに
目的や意図に応
じ簡単に書いた
り詳しく書いた
りすること。
・引用したり、
図表やグラフな
どを用いたりし
て、自分の考え
が伝わるように
書くこと。

文章を読み返す
習慣を付けると
ともに、間違い
などに気付き、
正すこと。

文章の間違いを
正したり、より
よい表現に書き
直したりするこ
と。

表現の効果など
について確かめ
たり工夫したり
すること。

書いたものを読
み合い、よいと
ころを見付けて
感想を伝え合う
こと。

書いたものを発
表し合い、書き
手の考えの明確
さなどについて
意見を述べ合う
こと。

書いたものを読
み合い、表現の
仕方に着目して
助言し合うこ
と。

見たり、触った
りして、丁寧に
観察し、詳しく
書く。

調べる内容に合
わせて、取材の
仕方を選んだ
り、大事なこと
を落とさず、正
確に取材メモを
取ったりする。

伝えたいこと
を、根拠を確か
めたり、他と比
べたりして選
ぶ。

初め-中-終わり
の組み立てで書
く。

初め-考えの中
心を書く。
中-理由と関係
する事例を、内
容のまとまりご
とに、段落を分
けて書く。
終わり-もう一
度、自分の考え
の中心を書く。

「初め」と「終
わり」に自分の
意見を重ねて書
く。

初め-中-終わり
のまとまりに気
をつけて書く。

集めたことを整
理し、調べて分
かったことが読
む人にはっきり
伝わるように書
く。

実際にあったこ
とや、それらの
記録と自分の考
えを区別して書
く。出来事など
の事実と思いや
考えなどを、ど
のように書き表
すか工夫する。

声に出して読ん
でみると間違い
や読みにくいと
ころを見つけ
る。

誰に伝えるの
か、何を伝える
のか、どんな言
葉づかいをする
かはっきり分か
るよう工夫す
る。

自分の考えが明
確に書かれてい
るかや、わかり
やすい表現に
なっているかな
ど、確かめる。

声に出して読ん
でみると間違い
や読みにくいと
ころを見つけ
る。

読み手に内容が
分かりやすいよ
うに例を上げて
書く。

書いたものを発
表し合い、目的
や意図に応じた
文章構成や表現
であるかどうか
を助言しあう。

複数の本に当た
り、問いの答え
になる事柄を集
める。

目的にあった資
料を選ぶ。

初め-中-終わり
のまとまりに気
をつけて書く。

調べたことを報
告する場合は、
「調べた結果や
理由/調べ方/調
べて分かったこ
と/感想」と組
み立てて書く。

伝えたい思いや
その時の様子を
思い出して、言
葉を選んだり、
並べ方を変えた
りするなど工夫
する。

手紙は、誰に伝
えるのか、何を
伝えるのか、ど
んな言葉づかい
をするかはっき
りさせて書く。

目的に応じて、
簡単に書いたり
詳しく書いたり
する。

様子を表す言葉
を工夫する。

たとえを使った
り、様子を表す
言葉を工夫した
りする。

伝えたい思いや
その時の様子を
思い出して、言
葉を選んだり、
並べ方を変えた
りするなど工夫
する。

手紙は、誰に伝
えるのか、何を
伝えるのか、ど
んな言葉づかい
をするかはっき
りさせて書く。

読み手に物語の
設定が分かるよ
うに書く。

どの本で調べた
か分かるよう
に、筆者名、書
名、出版社名、
発行年を記録す
る。

目的に合わせ
て、相手の知り
たい情報は何か
を考える。

伝えたいことに
合わせて、わり
つけを考える。

問いかけを入れ
たり、文末の書
き方を使い分け
る。事実と感
想、意見を区別
して書く。

読み手に内容が
分かりやすいよ
うに例を上げて
書く。

現状や問題点を
整理し、提案の
理由を明確にし
て書く。異なる
考えや反論を取
り上げ、それに
対する自分の考
えも入れる。

経験したことな
どが、自分に
とってどのよう
な意味をもった
のかを書く。

集めたことを整
理し、調べて分
かったことが読
む人にはっきり
伝わるように書
く。

読み手が情景を
想像できるよ
う、登場人物の
行動や会話、場
面の様子につい
て詳しく書く。

集めたことを整
理し、調べて分
かったことが読
む人にはっきり
伝わるように書
く。

自分たちの活動
や考えが分かり
やすく伝わるよ
うに、小見出し
を立てたり、段
落を分けたりす
る。

写真や図表を組
み合わせたり、
見出しを工夫し
たりして、分か
りやすい記事を
書く。

グラフや表など
の資料を用いて
書くときは、目
的に合った資料
を選び、資料と
文章を対応させ
て書く。

どうすると感動
が伝わるかを考
え言葉を選ぶ。

読み手に物語の
設定が分かるよ
うに書く。情景
を想像できるよ
う、登場人物の
行動や会話、場
面の様子を詳し
く書く。

目次や索引を活
用して本を使っ
て調べ、分かり
やすく書く。

たとえを使った
り、様子を表す
言葉を工夫した
りする。事物の
良さを的確に表
す言葉や、具体
的な数値を用い
て書く。

言葉の順序を工
夫する、たとえ
を使う、漢字、
平仮名、片仮名
のどれを使って
書き表すか表記
の仕方を考え
る。

内容に合う写真
を添えたり、具
体例をあげたり
すると読み手に
分かりやすい文
章にする。

見出しやキャッ
チコピー、図や
写真などを組み
合わせて、読み
手を引きつけ
る。

出来事などの事
実と思いや考え
などを、どのよ
うに書き表すか
工夫する。

交流に関する指導事項

身
に
付
け
さ
せ
た
い
技
能

書くこと

課題設定や取材に関する指導事項 構成に関する指導事項 記述に関する指導事項 推敲に関する指導事項

国語系統指導表 資料２－２



低 中 高 低 中 高 低 中 高 低 中 高 低 中 高

指
導
事
項

身近なことや
経験したこと
などから話題
を決め、必要
な事柄を思い
出すこと。

関心のあるこ
となどから話
題を決め、必
要な事柄につ
いて調べ、要
点をメモする
こと。

考えたことや
伝えたいこと
などから話題
を決め、収集
した知識や情
報を関連付け
ること。

相手に応じ
て、話す事柄
を順序立て、
丁寧な言葉と
普通の言葉と
の違いに気を
付けて話すこ
と。

相手や目的に
応じて、理由
や事例などを
挙げながら筋
道を立て、丁
寧な言葉を用
いるなど適切
な言葉遣いで
話すこと。

目的や意図に
応じて、事柄
が明確に伝わ
るように話の
構成を工夫し
ながら、場に
応じた適切な
言葉遣いで話
すこと。

姿勢や口形、
声の大きさや
速さなどに注
意して、はっ
きりした発音
で話すこと。

相手を見た
り、言葉の抑
揚や強弱、間
の取り方など
に注意したり
して話すこ
と。

共通語と方言
との違いを理
解し、また、
必要に応じて
共通語で話す
こと。

大事なことを
落とさないよ
うにしなが
ら、興味を
持って聞くこ
と。

話の中心に気
をつけて聞
き、質問をし
たり感想を述
べたりするこ
と。

話し手の意図
をとらえなが
ら聞き、自分
の意見と比べ
るなどして考
えをまとめる
こと。

互いの話を集
中して聞き、
話題に沿って
話し合うこ
と。

互いの考えの
共通点や相違
点を考え、司
会や提案など
の役割を果た
しながら、進
行に沿って話
し合うこと。

互いの立場や
意図をはっき
りさせなが
ら、計画的に
話し合うこ
と。

大事なことは
何かを考え
て、話したり
聞いたりす
る。

話の中心を考
えて最も伝え
たいことを聞
き手が分かる
ように話す。

自分の体験や
調べた事実な
ど、具体的な
理由を入れて
説明する。

「はじめ」
「中」「おわ
り」のまとま
りで、順序に
気をつけて話
す。

「はじめ」
「中」「終わ
り」の組み立
てで話す。

意見とその理
由をはっきり
と伝える。

みんなに聞こ
える声ではっ
きりと話す。

絵や写真など
を見せなが
ら、聞く人に
分かりやすく
話す。

声の大きさや
速さ、強弱、
間の取り方に
気をつけて、
大事なことが
伝わるように
話す。

話を聞いた
ら、質問をし
たり、感想を
言ったりす
る。

話の中心に気
をつけて聞
く。

一番聞きたい
ことをはっき
りさせて、話
の流れにそっ
て質問する。

話し合いをす
る人を決め
る。

司会をする人
を決め、司会
の進行にそっ
て話し合う。

話し合いの目
的を確かめ、
自分の立場を
明確にして話
す。

目的や条件な
ど、聞き手が
求めているこ
とを考えて話
を構成する。

丁寧な言葉遣
いで話す。初
め-中-終わり
のまとまりに
気をつけて書
く。

調べたこと、
調べた方法、
調べて分かっ
たことが聞く
人に伝わるよ
うに話す。

目的や条件な
ど、聞き手が
求めているこ
とを考えて話
を構成する。

話したいこと
を明確にし、
事実と自分の
考えを区別し
て話す。

大事なことを
おとさないよ
うに、メモを
とる。

聞いたこと
を、短い言葉
で書きとめ
る。

相手の意図を
とらえて、話
の要点をまと
めたり、内容
を確認したり
する。

友達の話を、
最後まで聞い
てから話す。

参加する人
は、自分の考
えとその理由
を言う。

目的を意識し
ながら、話題
にそって話し
合う。

自分の体験や
調べた事実な
ど、具体的な
理由を入れて
説明する。

場や聞き手に
合った言葉づ
かいで話す。

自分だったら
と考えたり、
自分の知って
いることとつ
なげたりしな
がら聞く。

メモを取ると
きは、短い言
葉で書く、記
号を使うなど
工夫する。

友達の意見と
同じところ、
違うところを
はっきりさせ
て、意見を言
う。

司会者・提案
者・参加者の
役割を理解
し、議題に
そって話し合
いが進むよ
う、互いに協
力する。

自分の考えと
比べながら聞
く。

記録を活用し
て内容を整理
し、話し合うこ
とを明らかに
する。

決められた時
間内に発言す
るなど、各自
が進行に協力
する。

話し合うことに関する指導事項

身
に
付
け
さ
せ
た
い
技
能

話すこと・聞くこと

話題設定や取材に関する指導事項
話すことの構成や内容及び
 言葉遣いに関する指導事項

音声に関する指導事項 聞くことに関する指導事項

国語系統指導表


